
令和２年度 第２回伊勢市スポーツ推進審議会 

ご意見 

基本方針 基本施策 ご意見等 回 答 

１市民スポ

ーツ活動の

充実 

 

(1)機会の提供 中止が多い中、代替事業ができてよかったです。  

(2)国際交流の推進 

 

実際に伊勢に来てもらっての交流はできなくても、 

リモートでがんばっている状況をお互いに話し合う 

場があってもいいと思います。 

今年度は、新型コロナウイ

ルスの影響により国際交流

も実施できませんでした

が、今後はリモートも含め

て新しい形の国際交流を検

討していく必要があると考

えています。 

２関係団体

の強化と連

携強化 

(1)競技力の向上 

 

・公認指導者資格取得支援については、(公財)日本

スポーツ協会公認スポーツ指導者制度の種類及び

役割に記載の(1)～(5)(※1)までの資格を理解す

るならば(5)のマネジメント指導者資格は総合型

資格となる。障がい者スポーツ指導者資格も含め

て伊勢市スポーツ協会への所属以外にも資格取得

支援の配慮を願えればと思う。 

(※1) 

（１）スポーツ指導者基礎資格 

（ｽﾎﾟｰﾂﾘｰﾀﾞｰ、ｺｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ） 

（２）競技別指導者資格 

（ｽﾀｰﾄｺｰﾁ、ｺｰﾁ 1～4、教師、上級教師） 

（３）メディカル・コンディショニング資格 

（ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞｸﾀｰ、ｽﾎﾟｰﾂﾃﾞﾝﾃｨｽﾄ、ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ、

ｽﾎﾟｰﾂ栄養士） 

（４）フィットネス資格 

（ﾌｨｯﾄﾈｽﾄﾚｰﾅｰ、ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ、ｼﾞｭﾆｱｽﾎﾟｰﾂ指導員） 

（５）マネジメント指導者資格 

（ｱｼｽﾀﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ、ｸﾗﾌﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ） 

今年度からスポーツ少年団の

指導者制度も改正され、スポ

ーツ少年団に登録する際に、

日本スポーツ協会の資格

（（１）または（２））を持つ

指導者が 2名以上必要となり

ました。また、総合型地域ス

ポーツクラブにおいても、国

及び県から（５）の資格を勧

められています。 

現在、日本スポーツ協会の新

制度の方向性が定まってい

ない部分も多くあるため、今

後、この制度がどのように進

められていくのかを見極め、

市としても各団体への支援

等を考えていきたいと思い

ます。 

(2)障がい者スポー

ツの推進 

 

・スポーツ推進委員を中心に、ボッチャ交流大会を

3 回開催したい。 

・障がいのある子どもたちが自由に体を動かせる

場の提供を 

 

 

令和 3 年度は、パラリンピッ

ク、とこわか大会の開催も予

定されており、スポーツ課と

してもこの機会に障がい者

スポーツ促進を進めていき

たいと考えています。 

４スポーツ

施設の利

便性の向

上 

 

(1)施設の整備 

 

高齢化時代、室内での運動ができる場の提供をお

願いしたい。 

既存のスポーツ施設を利用し

ていただくことになります

が、施設によっては、利用率

が高く、希望される日に利用

していただくことができず、

ご不便をおかけしています。



なるべく多くの方に利用して

いただけるよう運用方法も検

討していきたいと思いますの

で、ご理解いただきますよう

お願いいたします。 

 


